
歯科医療の現状と
課題を協議

は
不
明
だ
。

　　
当
初
の
Ｉ
Ｈ
Ｒ
案
で
は
基

本
的
人
権
の
尊
重
の
削
除
が

取
り
沙
汰
さ
れ
合
意
可
能
か

懸
念
さ
れ
た
が
、
変
更
は
３

０
０
箇
所
以
上
あ
る
①
Ｗ
Ｈ

Ｏ
は
勧
告
す
る
機
関
か
ら
法

的
拘
束
力
を
持
つ
機
関
に
変

更
②
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
宣
言

は
事
務
局
長
が
任
意
に
で
き
、

緊
急
事
態
宣
言
は
潜
在
的
対

象
も
含
め
る
③
各
国
の
健
康

定
薬
剤
使
用
を
義
務
付
け
る

―

等
の
大
幅
改
定
で
あ
る
が
、

出
席
す
る
加
盟
国
の
半
数
で

可
決
さ
れ
る
。

　
同
条
約
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
予
防
、
備
え
、
対
応
に
関

す
る
具
体
的
な
条
約
で
、
２

０
２
４
年
５
月
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会

の
３
分
の
２
で
議
決
さ
れ
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
定
義
は
地

理
的
範
囲
で
決
め
ら
れ
、
武

漢
で
初
期
に
み
ら
れ
た
様
な

重
症
度
、
致
死
率
は
考
慮
さ

れ
な
い
。Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
が

署
名
し
た
瞬
間
に
、
条
約
は

暫
定
的
に
有
効
に
な
る
。
発

効
後
の
緊
急
事
態
宣
言
、
解

除
は
事
務
局
長
に
一
任
さ
れ

る
。
総
会
決
定
は
各
国
で
の

批
准
を
必
要
と
し
な
い
。
今

年
11
月
末
ま
で
に
加
盟
国
は

賛
否
を
提
出
し
、
来
年
１
月

理
事
会
で
議
論
さ
れ
る
。

　
緊
急
事
態
宣
言
後
の
厳
重

な
監
視
・
制
限
は
顔
認
識
の

普
及
と
表
裏
一
体
で
あ
る
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等
に
基

づ
く
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
、

銀
行
口
座
等
が
紐
付
き
さ
れ

れ
ば
、
本
格
的
な
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
に
有
効
と
さ
れ
る
事
は

中
国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登

録
29
項
目
の
４
番
目
に
予
防

接
種
が
入
れ
て
あ
る
の
は
、Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
動
き
に
忖
度
し
た
動

き
と
も
い
え
る
。

　
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の

対
策
は
公
衆
衛
生
上
の
極
め

て
重
大
な
課
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
理
由
に
し
た
個
人
情

報
の
集
中
と
安
易
な
利
用
は

公
衆
衛
生
の
目
的
外
使
用
に

相
当
し
、
国
民
の
基
本
的
人

権
の
侵
害
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
る
。ま
た
最
近
は
国
際
法

が
国
内
法
の
上
位
に
位
置
す

る
の
が
世
界
の
常
識
で
、同
条

約
が
発
効
す
れ
ば
国
内
法
は

そ
れ
に
合
わ
せ
て
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
加
盟
国
に
対
し
圧
倒
的
に

強
い
拘
束
力
を
持
つ
同
条
約

だ
か
ら
こ
そ
、
約
２
年
半
の

期
間
で
透
明
性
を
確
保
す
る

努
力
を
し
な
が
ら
加
盟
国
は

10
数
回
の
会
議
、
作
業
部
会

で
議
論
し
、
各
国
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
も
報
道
し
て
き
た
。

　

我
が
国
は
国
会
も
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
も
医
療
側
も
、知
ら
な

い
の
か
、知
ら
せ
な
い
の
か
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
点
検
期

限
は
11
月
末
だ
っ
た
。
奇
し

く
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ
の
意
見
書
提

出
期
限
と
一
致
し
て
い
る
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
基
金
は
各
国
の

人
口
と
経
済
力
に
応
じ
た
分

担
金
と
任
意
の
拠
出
金
の
２

種
類
が
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
は
財
団
や
製
薬
企
業
群

か
ら
の
拠
出
金
が
増
加
、
国

別
１
位
の
米
国
以
上
の
寄
付

を
し
て
い
る
資
産
家
達
が
同

条
約
の
推
進
を
担
っ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
製
造
企
業
と
の
利

益
相
反
問
題
は
緊
急
事
態
下

に
お
い
て
は
重
視
さ
れ
て
い

な
い
が
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
に
基
づ

く
援
助
と
連
携
が
必
要
だ
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
シ
ョ
ッ

ク
ド
ク
ト
リ
ン
な
の
か
、
今

後
も
細
心
の
注
意
が
必
要
だ
。 

対
策
の
権
限
を
緊
急
委
員
会

に
与
え
る
④
各
国
に
検
診
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
化
を
要

求
で
き
、接
触
者
追
跡・隔
離
、

治
療
、
移
動
制
限
を
義
務
付

け
る
権
限
を
与
え
る
⑤
回
復

証
明
書
、
旅
行
所
在
確
認
の

デ
ジ
タ
ル
健
康
パ
ス
を
導
入

す
る
⑥
検
疫
所
で
の
隔
離
・

極
端
な
閉
鎖
措
置
を
指
示
す

る
⑦
医
薬
品
の
割
り
当
て
、

生
産
手
段
と
供
給
を
管
理
す

る
⑧
製
薬
、
大
病
院
、
緊
急

産
業
団
地
に
潤
沢
な
資
金
提

供
を
す
る
⑨
緊
急
時
に
は
特

共
有
を
進
め
、
連
帯
を
理
念

と
す
る
大
転
換
で
あ
る
。
日

本
は
政
府
間
交
渉
会
議
の
副

議
長
国
を
務
め
て
い
る
が
、

昨
年
９
月
末
ま
で
に
意
見
を

提
出
し
て
い
る
が
、
国
会
で

の
質
疑
は
な
く
修
正
の
状
況

Ｈ
Ｏ
特
別
総
会
に
お
い
て
政

府
間
交
渉
会
議
の
設
置
を
決

定
し
、国
際
保
健
規
則
Ｉ
Ｈ
Ｒ

改
正
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約

締
結
の
論
議
を
開
始
し
た
。

　
世
界
で
公
平
な
ア
ク
セ
ス

を
実
現
し
、
技
術
の
移
転
と

　
世
界
保
健
機
関
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

は
、
疾
病
の
国
際
的
伝
播
を

最
大
限
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
際
保
健
規
則
Ｉ

Ｈ
Ｒ
が
あ
る
が
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

19
へ
の
対
応
力
不
足
の
反
省

か
ら
、２
０
２
１
年
12
月
の
Ｗ

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
物
価
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。

９
月
の
消
費
者
物
価
指
数
は

前
年
同
月
比
２
・
８
％
上
昇
、

25
カ
月
連
続
で
物
価
が
上

昇
し
た
。
春
闘
で
は
今
年
、

３
％
超
の
賃
上
げ
を
実
現
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
物
価
が

上
が
り
実
質
賃
金
が
上
が
ら

な
い
。
生
活
は
苦
し
い
ま
ま

だ
▼
医
療
機
関
で
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
患
者
数
の
減
少
が

回
復
し
な
い
中
、
物
価
高
騰

に
よ
る
医
療
材
料
費
、
光
熱

水
費
の
増
加
が
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
。
感
染
対
策
経
費

や
医
療
Ｄ
Ｘ
対
応
関
連
経
費

等
の
増
加
も
経
営
圧
迫
に
拍

車
を
か
け
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
、
効
率
化
に
努
め
て
も
限

界
が
あ
る
▼
人
な
く
し
て
医

療
は
成
り
立
た
な
い
。
し
か

し
、
職
員
を
募
集
し
て
も
応

募
が
な
い
。
慢
性
的
な
人
材

不
足
が
医
療
現
場
を
悩
ま
し

続
け
て
い
る
。
他
産
業
が
賃

上
げ
に
舵
を
切
る
中
、
医
療

界
の
賃
上
げ
は
大
き
く
後
れ

を
取
っ
た
。
人
材
が
流
出
し

て
い
る
。
人
材
確
保
の
対
応

は
喫
緊
の
課
題
だ
▼
医
療
は

公
定
価
格
で
あ
る
た
め
、
物

価
高
騰
分
を
価
格
転
嫁
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
物
価
高

騰
や
賃
上
げ
、
人
材
確
保
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
診
療

報
酬
引
き
上
げ
に
よ
る
原
資

が
必
要
な
こ
と
は
疑
う
余
地

が
な
い
。
公
的
医
療
を
提
供

す
る
医
療
機
関
の
経
営
を
安

定
さ
せ
る
体
制
の
確
保
は
国

の
責
務
で
あ
る
。
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主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
支
部
だ
よ
り　

●
２
０
２
３

　

年
度
支
部
長
会

解
説
「
道
内
病
院
の
医
業
経

営
ア
ン
ケ
ー
ト
」

…
面
２

●
時
論
「
賃
上
げ
に
は
『
診
療

報
酬
引
き
上
げ
』
が
必
須
」

●
…
面
３

●
…
面
４

る
医
師
の
た
め
に
も
早
く
準

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」
と

話
し
、
将
来
の
継
承
を
見
据

え
た
法
人
の
設
立
、
退
職
前

に
診
療
所
の
建
替
え
と
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
名
称
変
更
を
行
っ

た
こ
と
等
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
「
で
き
る
だ
け
早

く
か
ら
、
継
承
に
向
け
て
準

備
し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
40
年
も
の
長
き

に
わ
た
っ
て
、
若
い
医
者
を

育
て
支
援
し
て
く
れ
た
地
域

の
患
者
さ
ん
に
は
感
謝
し
か

あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
話

を
締
め
く
く
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
き
っ
か

け
と
な
る
話
が
聞
け
て
大
変

よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ

り
、
終
了
し
た
。

き
り
さ
せ
る
」「
募
集
条
件
の

具
体
的
な
数
字
を
明
確
に
し

て
後
か
ら
値
上
げ
は
し
な
い
」

「
譲
っ
た
後
は
す
べ
て
新
院
長

に
任
せ
る
」―

な
ど
が
重
要

と
述
べ
た
。

　
第
２
部
で
は
実
際
に
第
三

者
継
承
を
行
っ
た
林　
邦
生

先
生
（
江
別
市
：
あ
さ
ひ
町

南
大
通
ク
リ
ニ
ッ
ク　
前
院

長
）
か
ら
氏
の
実
体
験
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
「
専
門
家
に
相
談
し
な
が
ら

自
分
や
家
族
の
将
来
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
継
承
を
受
け

を
テ
ー
マ
に
、
継
承
を
希
望

す
る
高
齢
の
開
業
医
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
継

承
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
や
具
体

的
な
成
功
・
失
敗
事
例
な
ど

を
説
明
。
特
に
「
家
族
と
十

分
話
し
合
う
」「
自
分
と
向
き

合
い
ゴ
ー
ル（
目
的
）を
は
っ

　
11
月
12
日
に
「
開
業
医
の

た
め
の
医
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー
」

を
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
㈱
と
合

同
で
開
催
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
行
っ
た
。

　
第
１
部
で
は
総
合
メ
デ
ィ

カ
ル
㈱
の
長
野
氏
が
「
医
院

継
承
の
進
め
方
、
ポ
イ
ン
ト
」

　
さ
ら
に
松
岡
道
衛
生
士
会

専
務
理
事
か
ら
は
、
訪
問
診

療
、
介
護
施
設
等
に
お
け
る

歯
科
口
腔
管
理
、
産
休
な
ど

勤
務
環
境
整
備
の
必
要
性
、

道
の
委
託
に
よ
る
介
護
予
防

等
教
室
の
紹
介
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
活
発
な
意
見
交
換

を
行
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延

期
と
な
っ
て
い
る
「
歯
科
市

民
集
会
」
の
共
催
に
つ
い
て
、

新
た
な
企
画
を
立
ち
上
げ
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
て
懇
談
会
を
終
え
た
。

と
に
歯
科
技
工
士
、
歯
科
衛

生
士
の
課
題
解
決
に
は
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
が
重
要

と
解
説
し
た
。

　
続
い
て
高
山
札
技
会
副
会

長
か
ら
、
道
内
の
歯
科
技
工

士
数
は
10
年
間
で
１
６
０
人

減
少
し
、
地
方
の
減
少
傾
向

が
大
き
く
都
市
部
の
技
工
所

で
の
勤
務
が
増
え
て
い
る
。

年
齢
構
成
は
50
代
以
上
が
多

く
、
特
に
義
歯
製
作
の
技
工

士
が
減
少
し
、養
成
学
校
は
入

学
者
減
少
と
卒
後
の
離
職
率

が
高
い
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

士
会
と
合
同
で
懇
談
会
を
開

催
し
、
本
会
か
ら
野
川
、
三

浦
両
副
会
長
以
下
役
員
５
名
、

北
海
道
歯
科
衛
生
士
会
か
ら

松
岡 

円
専
務
理
事
・
札
幌
支

部
長
、
有
澤
志
乃
札
幌
支
部

副
支
部
長
、
札
幌
歯
科
技
工

士
会
か
ら
高
山
宏
一
副
会
長

が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
野
川
副
会
長
か

ら
歯
科
医
療
に
関
す
る
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
深
め
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ

り
、
三
浦
副
会
長
が
保
団
連

「
歯
科
医
療
改
革
提
言
」
を
も

　
11
月
11
日
、
北
海
道
歯
科

衛
生
士
会
、
札
幌
歯
科
技
工

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
の
猛
威
が
世
界
を
襲
う
中
、
２
０
２
１
年
３
月

30
日
、
世
界
５
大
陸
25
カ
国
の
首
脳
、Ｅ
Ｕ
大
統
領
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務

局
長
の
27
人
が
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
」
の
実
現
を
提
案
し
た
。

次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
備
え
て
、
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
・
診
断
薬

の
速
や
か
な
開
発
製
造
、
公
平
な
配
備
を
主
た
る
目
的
に
し
て
い

る
。
公
衆
衛
生
に
関
す
る
国
家
主
権
が
関
わ
る
重
大
な
問
題
を
含

む
た
め
、
各
国
は
来
年
５
月
の
条
約
締
結
に
向
け
議
論
が
進
ん
で

い
る
が
、
我
が
国
で
は
殆
ど
周
知
さ
れ
ず
、
議
論
不
足
で
あ
る
。

期
限
迫
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締
結

拘
束
力
あ
る
国
際
保
健
規
則
へ
大
幅
な
変
更

「
ゴ
ー
ル
を
明
確
に
」「
早
め
の
準
備
を
」

開
業
医
の
た
め
の
医
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー

法
的
拘
束
力
を

　
　
　
　

持
た
せ
る

由
ら
し
む
べ
し

知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
、か
？

利
益
相
反
乗
り
越
え

　
　

援
助
と
連
携
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で

　

監
視
・
隔
離
可
能

◀
講
演
す
る
長
野
氏（
上
）と
林
先
生

（
あ
）

道衛生士会・札技会と合同懇談会



図
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増収・黒字
23.0％

増収・赤字
11.5％

減収・黒字
26.3％

減収・赤字
39.2％

面
、
施
設
面
で
も
医
療
機
関

に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
前

年
と
比
較
し
て
赤
字
と
な
っ

て
い
る
医
療
機
関
は
毎
年
半

数
を
超
え
て
い
る　
　
　
・

　
　
　
。２
０
２
３
年
の
収
益

に
つ
い
て
も
半
数
は
赤
字
と

見
据
え
て
お
り
、減
収
見
込
み

は
６
割
近
い
状
態
だ　
　
　
。

　
ま
た
光
熱
水
費・食
費
な
ど

の
物
価
高
騰
に
よ
り
経
営
に

打
撃
を
与
え
て
い
る　
　
　
。

９
割
以
上
の
医
療
機
関
は
物

価
高
騰
に
よ
る
費
用
増
加
を

認
め
、
平
均
で
１
カ
月
あ
た

り
３
３
１
万
円
上
昇
し
た
と

回
答
し
た
。
中
に
は
８
０
０

０
万
円
上
昇
し
た
医
療
機
関

も
あ
り
、
影
響
は
甚
大
だ
。

　

補
助
金
や
感
染
症
対
応
等

を
評
価
し
た
い
わ
ゆ
る
コ
ロ

ナ
特
例
に
つ
い
て
は
、感
染
の

波
が
一
時
よ
り
も
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
や
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
段
階
的
に

縮
小
・
廃
止
さ
れ
て
き
た
。こ

れ
ら
の
緊
急
措
置
は
一
時
的

な
対
応
で
あ
っ
た
が
、医
療
機

関
の
経
営
を
支
え
て
き
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る　
　
　
。

　
長
年
続
く
低
医
療
費
政
策

の
中
、
医
療
機
関
の
経
営
は

苦
し
い
状
態
が
続
い
て
き
た
。

こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
対
応
や
物

価
高
騰
分
を
上
回
る
賃
上
げ

圧
力
が
あ
る
中
、
診
療
報
酬

改
定
に
は
診
察
料
・
技
術
料

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見

が
多
数
で
あ
っ
た　
　
　

。

診
察
料
の
引
き
上
げ
に
い

た
っ
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
医

療
機
関
が
切
望
し
て
い
た

　
　
　
。
こ
の
他
、
物
価
高

騰
に
よ
り
赤
字
が
続
く
食
事

療
養
費
の
引
き
上
げ
を
要
望

す
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
来
年
度
以
降
の
経
営

見
通
し
を
悪
化
す
る
と
考
え

る
医
療
機
関
は
６
割
に
も
上

り
状
況
の
改
善
に
期
待
で
き

な
い
気
持
ち
が
見
て
取
れ

た
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
物
価
高
騰
、
感
染
症
対
策
、

医
師
の
働
き
方
改
革
、
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
は
じ
め
情
勢

は
目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
、
医

療
機
関
は
対
応
を
迫
ら
れ
て

い
る
。

　
２
年
に
一
度
し
か
な
い
改

定
で
、
今
こ
そ
物
価
高
騰
等

の
対
応
分
、
低
医
療
費
政
策

か
ら
脱
却
し
、
医
療
提
供
体

制
の
構
築
・
維
持
に
希
望
を

持
て
る
よ
う
な
十
分
な
対
応

が
必
要
だ
。

す
る
見
込
み
で
あ
る　
　
　
。

　
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し

て
今
も
行
わ
れ
て
い
る
手
指

消
毒
や
動
線
分
離
に
つ
い
て

も
８
割
以
上
が
継
続
す
る

　
　
　
。
以
前
ほ
ど
で
は
な

い
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

罹
患
者
（
疑
い
）
を
受
け
入

れ
る
場
合
の
感
染
対
策
を
行

い
続
け
て
い
る
こ
と
は
人
的

北 海 道 保 険 医 新 聞 第1013号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2023年（令和5年）12月5日 （2）

賃
上
げ
に
は

「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
」が
必
須

　
医
療・
介
護
分
野
は
収
益

が
公
定
価
格
（
診
療
報
酬・

介
護
報
酬
）
で
縛
ら
れ
て

い
る
。
日
本
病
院
会・
全
日

本
病
院
協
会・
日
本
医
療
法

人
協
会
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
３
年
は
「
病
院
医

師
で
平
均
１
・
８
％
、
看

護
師
で
２
・
０
％
、
そ
の

他
職
員
で
１
・
９
％
」
と

低
い
賃
上
げ
水
準
に
留

ま
っ
て
い
る
。

　
10
月
27
日
の
中
医
協
総

会
で
、厚
生
労
働
省
保
険
局

医
療
課
の
課
長
か
ら
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
（
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・

看
護
師
を
除
く
医
療
関
係

職
種
）の
給
与
平
均
は
全
産

業
平
均
を
下
回
っ
て
い
る

大
幅
な
引
き
上
げ
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。
　

評
価
料
に
は
、賃
上
げ
対

象
職
種
や
取
得
対
象
医
療

機
関
が
限
定
的
な
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。ま
た
、歯
科

医
療
現
場
で
は
人
材
流
出

し
な
い
よ
う
処
遇
改
善
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。歯
科

衛
生
士
、歯
科
技
工
士
の
多

く
は
、
評
価
料
に
よ
る
賃

上
げ
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

　
賃
上
げ
財
源
は
、
診
療

報
酬
引
き
上
げ
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
。
今
後
、「
医

療
関
係
職
種
の
処
遇
改
善

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
」

の
中
医
協
議
論
に
注
視
が

必
要
だ
。

と
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
医
療
・
介
護
分
野
か
ら

他
産
業
へ
と
人
材
流
出
が

生
じ
て
い
る
と
も
指
摘
さ

れ
た
。
医
療
人
材
の
確
保

が
困
難
な
状
況
が
続
け
ば
、

医
療
機
関
は
経
営
難
で
閉

院
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
地
域
医
療
提
供
体
制
の

崩
壊
へ
と
繋
が
っ
て
し
ま

う
。
　
診
療
側
委
員
か
ら
は
「
診

療
報
酬
に
よ
る
対
応
が
不

可
欠
で
あ
る
」「
物
価
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
費
高
騰
、人
件
費

等
を
価
格
に
転
嫁
で
き
な

い
保
険
医
療
・
介
護
の
特

性
は
十
分
勘
案
さ
れ
る
べ

き
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
支
払
側
委
員
か
ら
は
「
安

易
に
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
」

「
医
療
機
関
内
で
賃
金
の

低
い
職
種
へ
の
財
源
配
分

重
点
化
等
を
行
う
べ
き
で

あ
る
」等
の
反
論
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
年
４
月
か
ら
の

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
が

本
格
化
し
、
残
業
規
制・
タ

ス
ク
シ
フ
ト
の
推
進
等
が

進
む
た
め
、人
件
費
配
分
が

変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
意
見
が
あ
っ
た
。

　
２
０
２
２
年
10
月
に
看

護
職
員
処
遇
改
善
評
価
料

が
新
設
さ
れ
た
が
、
看
護

職
員
等
の
賃
上
げ
実
績
を

分
析
し
た
「
入
院
医
療
等

の
調
査・
評
価
分
科
会
」
で

は
更
な
る
賃
上
げ
の
た
め

に
は
、
評
価
料
で
は
限
界

が
あ
り
、
基
本
診
療
料
の
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10
月
５
日
か
ら
11
月
６
日
に
か
け
て
道
内
病
院
を
対
象
に
し
た

医
業
経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
１
５
１
件
の
回
答
（
回
収
率

28
・
87
％
）
を
得
た
。
病
床
規
模
別
で
は
99
床
以
下
が
45
・
７
％
、

急
性
期
の
病
床
機
能
を
持
つ
医
療
機
関
が
48
・
７
％
で
あ
っ
た
。

半
数
は
医
業
収
益
が
赤
字
の
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
物
価
高
騰
や

コ
ロ
ナ
特
例
の
廃
止
・
縮
小
に
よ
り
医
業
経
営
に
打
撃
を
受
け
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
医
療
機
関
は
多
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
状

態
を
受
け
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
回
答
者
が
次
期
診
療
報
酬
改
定
に

診
察
料
の
引
き
上
げ
を
望
ん
で
い
た
。

表1 コロナ患者（疑い）を
受け入れたことは
ありますか

図1 発熱外来を設けていたか

図8 来年以降の医業経営の見通しについて

図7 コロナ特例の廃止・縮小が経営状態を悪化
させると感じるか

表2 診療報酬改定で望むことは（複数回答）

ほぼすべてが「診察料」等の
引き上げ切望

道内病院の医業経営アンケート解　
　

説

て
き
た　
　
　
。

　
５
類
に
移
行
し
た
現
在
で

あ
っ
て
も
６
割
近
く
が
発
熱

外
来
を
設
け
そ
の
う
ち
８
割

以
上
が
今
後
も
対
応
を
継
続

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
ふ
る
い
、
多
く
の
医

療
機
関
が
第
一
線
で
対
応
に

あ
た
っ
た
。
中
で
も
病
院
は

患
者
受
入
を
は
じ
め
注
力
し

５
類
以
降
後
も

　

感
染
対
策
が
負
担

診
療
料
の

　
　
　

引
き
上
げ
を

受け入れた

受け入れた
（①重点医療機関）

2 1.3％

受け入れてない 29 19.3％

（回答者）151

48 31.8％

受け入れた
（②協力医療機関） 20 13.2％

受け入れた
（①・②以外） 52 34.4％

その他：食事療養費の引き上げ、光熱水費の上昇分の補填、人件費
　　　 上昇分の改定引き上げ

診察料の引き上げ 148

技術料の引き上げ 116

その他 22

（回答者）151

継続する
54.3％

廃止予定
8.6％

いない
35.8％

いた
1.3％

図3 2021年8月と22年の8月を比較した収益

増えた
43.6％

減った
56.4％

図6 物価高騰による費用増加の影響

良くなる
7.4％

変わらない
23.5％

悪化する
63.1％

いいえ
32.7％

その他
6.0％

はい
67.3％

継続する
82.5％

解除する
4.7％

まだ分からない
12.8％

図4 2021年8月と23年の8月を比較した収益

増えた
43.6％

減った
56.4％

図5 2022年8月と23年の8月を比較した収益

図2 感染対策を今後も継続するか

影響なし
3.3％

影響あり
96.7％
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合
う
仲
で
も
大
切
に
す
る
こ

と
を
実
践
さ
れ
て
い
る
数
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。
世
界
に

広
が
る
研
究
者
の
人
脈
の
み

な
ら
ず
、
趣
味
や
地
縁
を
大

切
に
す
る
素
晴
ら
し
い
人
脈

と
実
行
力
は
、
自
分
に
欠
け

て
い
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
反

省
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
私
は
、
大
村
先
生
が
発
見

し
た
放
線
菌
の
ひ
と
つ
く
ら

い
に
は
世
の
中
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
も
っ

と
も
大
村
先
生
か
ら
は
「
お

前
よ
り
放
線
菌
の
方
が
は
る

か
に
役
立
つ
よ
」
と
言
わ
れ

る
気
が
す
る
。

　
同
著
を
読
ん
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
奥
様
が
研
究

者
と
結
婚
し
た
い
と
い
う
願

望
を
叶
え
て
大
村
先
生
と
一

緒
に
な
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に

至
る
ま
で
支
え
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
だ
。
世
の
中
に
は

そ
ん
な
女
性
も
い
る
も
の
か

と
驚
い
た
。

　
二
つ
目
は
、「
一
期
一
会
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
袖
が
触
れ

大 

村 

智 

著

日 

本 

経 

済 

新 

聞 

出 

版 

社

（
Ｇ
・
Ｓ
）

―

ご
家
族
は

　
妻
と
子
供
が
い
ま
す
。
近

く
も
う
一
人
生
ま
れ
る
予
定

で
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
求
め
ら
れ
る
人
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ど
ん
な
立
場
に
な
っ
た

と
し
て
も
常
に
第
一
線
に
立

っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
会
な
ど
で
発
表
、
先
進

医
療
な
ど
高
度
な
治
療
を
追

い
続
け
る
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
患
者
さ
ん
の
主
訴
を
改

善
で
き
る
よ
う
に
、
来
院
し

た
ら
何
で
も
対
応
で
き
る
オ

ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
治
療
技
術

を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　
目
の
前
の
こ
と
を
、
少
し

ず
つ
で
も
淡
々
と
こ
な
し
て

い
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
道
が
開

求められる人でありたい

髙橋　泰樹 先生
ルーシー歯科医院　札幌市・白石区150150

略歴
　2016年３月北海道医療大学歯学
部卒業。道内歯科医療機関で勤務を
経てルーシー歯科医院の院長になる。

　
医
院
に
歯
科
医
師
が
自
分

ひ
と
り
し
か
い
な
い
た
め
、

診
療
や
レ
セ
プ
ト
の
作
成
な

ど
は
大
変
で
す
。
あ
と
は
白

石
区
や
東
区
の
障
害
者
向
け

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
運
営
し

て
い
る
株
式
会
社
の
代
表
取

締
役
と
し
て
も
働
い
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
患

者
さ
ん
の
治
療
な
ど
も
私
が

診
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
休

み
が
ほ
と
ん
と
あ
り
ま
せ

ん
。休
診
日
は
日・月
に
な
っ

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は

　
専
門
的
な
治
療
よ
り
も
ま

ず
標
準
的
な
当
た
り
前
の
治

療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
の
主
訴
を
す
ぐ

に
改
善
し
て
、
関
連
し
た
内

容
に
私
た
ち
が
気
づ
い
て
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
が
理
想
と
思

い
ま
す
。

―

診
療
で
大
変
な
こ
と
や
嬉
し

　
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま

　
す
か

て
い
ま
す
が
、
平
日
の
休
み

に
役
所
や
銀
行
な
ど
の
手
続

き
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
時
間
が
足
り
な
い
ぐ
ら

い
で
す
。

　
た
だ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
患
者
さ
ん
は
、
一
般
の
患

者
さ
ん
よ
り
も
食
べ
る
こ
と

に
対
し
て
余
暇
・
楽
し
み
の

面
が
強
く
、
口
の
中
が
良
く

な
る
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
の
で
、
嬉
し
く
思
い
ま

す
し
、
非
常
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。

―

趣
味
は

　
釣
り
で
す
。
従
業
員
の
ス

ト
レ
ス
解
消
も
兼
ね
て
い
ま

す
。
こ
の
前
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

ま
で
従
業
員
と
一
緒
に
行
き

ま
し
た
。
あ
と
は
気
分
転
換

の
買
い
物
で
す
。

け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

―

保
険
医
会
に
対
す
る
要
望
や

　
期
待
な
ど
が
あ
れ
ば

　
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
制
度
の
情
報
や
案
内

を
教
え
て
も
ら
え
る
と
助
か

り
ま
す
。

―

歯
科
医
師
と
介
護
事
業
経
営

　
者
の
二
刀
流
で
活
躍
し
な
が

　
ら
、
医
療
と
介
護
へ
の
熱
意

　
が
溢
れ
る
髙
橋
先
生
の
エ
ネ

　
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
人
柄
が
印
象

　
的
で
し
た
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
・
丸
岡
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
３
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

　
・ （
2
／
17
）
歯
科
臨
床
講
演
会

　
・ （
3
／
25
）
歯
科
新
点
数
検
討
会

　
　
以
上
の
開
催
決
定
を
確
認
し
た
。
内
容
未
定
の
た

　
　

め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
随
時
検
討
を
行
う
こ
と

　
　

と
し
た
。

②
そ
の
他

    

・
歯
科
保
険
診
療
研
究
（　

／
５
号
）
の
確
認
を

　
　
行
っ
た
。

第
8
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
11
月
8
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
３
年
度
第
9
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

12
月
13
日（
水
）午
後
７
時

ま
で
つ
な
が
り
、
バ
ス
で
札

幌
ま
で
２
時
間
30
分
程
度
と

な
り
ま
し
た
。
高
速
バ
ス
は

乗
り
換
え
が
な
い
の
で
気
が

楽
で
す
。

　
留
萌
は
Ｊ
Ｒ
の
跡
地
に
道

の
駅
が
で
き
て
、
食
べ
物
屋

さ
ん
も
入
っ
て
、
休
日
は
盛

況
の
よ
う
で
す
。
留
萌
の
中

心
街
は
空
き
店
舗
も
多
く
な

り
さ
み
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
食
べ
物
屋
さ
ん
や
飲

み
屋
さ
ん
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
お
さ
ま
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
人
出

　
留
萌
市
は
Ｊ
Ｒ
も
な
く
な

り
、
つ
い
に
鉄
道
が
な
い
地

域
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
代

わ
り
に
高
速
道
路
が
留
萌
市

　
一
気
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
前
ま
で
暑
か
っ
た
の
で

す
が
も
う
冬
で
す
。

も
回
復
し
て
き
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
今
度
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
き

た
よ
う
で
心
配
で
す
。

　
私
事
で
す
が
家
に
は
拾
っ

て
き
た
雑
種
の
猫
が
２
匹
い

る
の
で
す
が
、
飼
っ
て
い
る

う
ち
に
、
体
の
毛
が
柔
ら
か

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初

は
硬
か
っ
た
の
で
す
が
栄
養

が
良
く
な
っ
て
柔
ら
か
く

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
人
間

も
柔
ら
か
く
な
り
た
い
も
の

で
す
。猫
が
寝
る
と
布
団
に

入
っ
て
来
る
よ
う
に
な
る
と

冬
で
す
。こ
の
頃
、入
っ
て
来

る
の
で
も
う
冬
に
な
り
ま
す
。

　
皆
様
、
寒
さ
に
負
け
な
い

で
来
年
は
明
る
い
展
望
が
開

け
ま
す
よ
う
に
、
冬
も
が
ん

ば
っ
て
仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
11
月
18
日
、
本
会
は
２
０

２
３
年
度
支
部
長
会
を
開
催

し
、
支
部
長
13
名
と
会
長
等

執
行
部
が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
支
部
長
交
代

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
新

た
に
就
任
し
た
竹
内
岩
見
沢

支
部
長
、
加
藤
苫
小
牧
支
部

長
、
菊
地
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部

長
が
紹
介
さ
れ
挨
拶
が
あ
っ

た
。
　
続
い
て
、
橋
本
会
長
よ
り

今
年
度
の
事
業
報
告
が
行
わ

れ
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
撤

回
声
明
の
発
出
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
ト
ラ
ブ
ル
調

査
、
議
員
や
他
医
療
団
体
と

の
定
期
的
な
懇
談
、
各
種
セ

ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
主

な
活
動
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。

　

芦
田
総
務
部
長
か
ら
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
お
よ
び

代
議
員
総
会
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
が
示
さ
れ
、
佐

藤
財
政
部
長
か
ら
は
、
上
半

期
の
決
算
概
況
が
報
告
さ
れ

た
。
　
そ
の
後
、
各
支
部
長
よ
り
、

今
年
度
の
活
動
報
告
や
来
年

度
の
予
算
へ
の
要
望
等
が
行

わ
れ
た
。

　
最
後
に
、
組
織
拡
大
対
策

と
し
て
事
務
局
か
ら
会
員
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
菅
野
共
済
部

長
か
ら
３
大
共
済
制
度
の
内

容
、
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
各
種
共
済
事

業
へ
の
加
入
促
進
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
支
部
と
連

携
し
た
会
員
拡
大
へ
の
取
り

組
み
が
確
認
さ
れ
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
の
廻
り
道

講師 小林快次 氏

組織拡大に向け協議

●と　き ： 1月13日（土） 15時～16時30分

●参加費 ： 無料

●ところ ： TKPガーデンシティPREMIUM札幌大通
　　　　　　ホール6C
　　　　　  　（札幌市中央区南1条西1丁目8番地2　高桑ビル6階）

12

　  

最新恐竜研究：恐竜から学ぶこと

文化講演会

カムイサウルスの大発見で有名な、恐竜発掘の第一人者でもある小林快次氏
（北海道大学総合博物館）に恐竜や化石の魅力などについてお話いただきます。

127
最
近
の
留
萌

留
萌
支
部　

支
部
長　

藤
田　

宏
之

どなたでもご参加いただけます！

▲報告する橋本会長

２０２３年度支部長会

お問い合わせは、本会事務局まで 011-231-6281
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個別指導における指摘事項　その２

　前回に引き続き、北海道厚生局のHPに掲載されている「個別指導に
おける指摘事項」について解説する。正しい診療録を記載することは保
険医としての責務であり、再度基本に立ち返り確認を願いたい。

（６）歯周治療 

◯
①検査、診断等 

「歯周病の治療に関する基本的な考え方（令和2年3月 日
本歯科医学会）」を参照し、歯科医学的に妥当適切な歯周
治療を行うこと。

◯ 歯周病に係る症状、所見、治癒の判断、治療計画等の診
療録への記載がなく又は記載が不十分であり診断根拠
や治療方針が不明確な例が見られたので、改めること。

◯ 歯周基本治療の後に確認の歯周病検査を行わず、歯周治
療を終了している又は補綴治療に着手している例が見ら
れたので、治癒の判断、治療計画の修正等を的確に行う
こと。

（７）処置等

◯
①歯内療法

加圧根管充填処置について、実際の根管数に基づかず
に、根管充填を含む一連の根管治療の算定をしている不
適切な例が見られたので、改めること。

②その他

◯ 加圧根管充填処置について、次の例が見られたので、改
めること。

（８）リハビリテーション 

◯
①欠損補綴

補綴時診断料について、次の不適切な例が見られたの
で、改めること。

◯ 補綴時診断料を算定した場合は、補綴物の診断設計に基
づき、患者に装着する予定の補綴物について、義歯、ブ
リッジ等の概要図、写真等を用いて患者に効果的に情報
提供すること。

◯ 有床義歯修理について、診療録に記載すべき内容(修理
内容の要点)の記載が不十分又は記載が画一的な例が見
られたので、個々の症例に応じて適切に記載すること。

・診療録に製作を予定する部位、欠損部の状態、欠損補
綴物の名称及び設計に係る記載がない、記載が不十分
又は記載内容が実態と異なっている。

◯ 歯科口腔リハビリテーション料１（有床義歯の場合）につ
いて、次の不適切な例が見られたので、改めること。

（９）手術
◯ 抜歯手術(難抜歯加算、埋伏歯)、歯根嚢胞摘出手術、歯周
外科手術（歯周ポケット掻爬術、歯肉剥離掻爬手術）にお
ける症状、所見、手術内容、術後経過について、診療録に
記載していない又は診療録への記載が不十分な例が見
られたので、個々の症例に応じて適切に記載すること。

（10）麻酔 
◯ 伝達麻酔、浸潤麻酔における麻酔薬剤の名称、使用量に
ついて、診療録に記載していない又は診療録への記載が
不十分な例が見られたので、個々の症例に応じて適切に
記載すること。

（11）歯冠修復及び欠損補綴

◯
①歯科訪問診療料等 

歯科訪問診療料について、次の不適切な例が見られたの
で、改めること。
・歯科訪問診療の都度、診療録に記載すべき内容（開始
及び終了時刻、訪問先（開始時及び変更時）、歯科訪問
診療の際の患者の状態等）を記載していない、記載が
不十分又は記載が画一的。

◯ 歯科疾患在宅療養管理料について、次の不適切な例が
見られたので、改めること。
・管理計画に記載すべき内容（全身の状態、口腔の状態、
口腔機能の状態、管理方法の概要、必要に応じて実施
した検査結果の要点等）について、画一的に記載してい
る又は記載が不十分。

（12）在宅医療

◯ 歯根肥大、骨の癒着歯、歯根彎曲等に対する骨の開さく
又は歯根分離術等に該当していない場合に、算定できな
い難抜歯加算を算定している例が認められたので、改め
ること。

◯ 口腔内消炎手術について、手術部位、症状及び手術内容
の要点に関する診療録記載がない又は不十分な例が見
られたので、個々の症例に応じて適切に記載すること。

・診療録に調整部位又は義歯に係る指導内容等に係る
記載がない又は記載が不十分。

②処置、手術等

◯ 歯周病検査について、次の不適切な例が見られたので、
改めること。

◯ 臨床所見、画像診断所見、処置内容、症状経過等から判
断して、必要性の認められない歯周精密検査を実施して
いる例が認められたので、改めること。

◯ 必要性の認められないスケーリング・ルートプレーニング
を実施している例が認められたので、歯周病検査の結果、
画像診断等に基づく的確な診断及び治療計画により適切
な治療を行うこと。

・歯周ポケット測定及び歯の動揺度検査の結果記載が
不適切な歯周基本（精密）検査。

◯ 歯周病安定期治療について、次の不適切な例が見られた
ので、改めること。
・

・

歯周病安定期治療の開始に当たって、歯周病検査の結
果の要点や当該治療方針等についての管理計画書を
作成していない又は管理計画書を患者又はその家族
等に提供していない。
管理計画書に記載すべき内容（歯周病検査の結果の要
点、歯周病安定期治療の治療方針）について、画一的に
記載している又は記載が不十分。

◯ 歯周病重症化予防治療について、次の不適切な例が見ら
れたので、改めること。
・

・

歯周病重症化予防治療の開始に当たって、歯周病検査
の結果の要点や当該治療方針等についての管理計画
書を作成していない又は管理計画書を患者又はその
家族等に提供していない。
管理計画書に記載すべき内容（歯周病検査の結果の要
点、歯周病重症化予防治療の治療方針）について、画一
的に記載している又は記載が不十分。

・
・
緊密な根管充填を行っていない。
歯科エックス線撮影で緊密な根管充填が行われている
ことを確認していない。

◯ 歯ぎしりに対する口腔内装置の取扱いについて、次の不
適切な例が見られたので、改めること。
・口腔内装置を用いた治療を行っている場合に、診療録
に記載すべき内容（症状、所見等）について、記載がな
い又は記載が不十分。

２ 請求事務等に関する事項

１ 診療に関する事項

届出事項等 
◯次の届出事項について変更が見られたので、届出事項に変更
があった場合には、速やかに厚生労働省北海道厚生局医療課
に届け出ること。
・
・
保険医の異動
標榜診療科目、標榜診療日又は標榜診療時間

※保険請求における留意事項（歯科）
　投薬において、「疑い病名」では、消炎鎮痛剤を含めすべての投薬はできません
　のでご留意ください。


